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　は じめ に

　最近 は外来語や 外来語 も どきの カ タカナ文牢が氾濫 して い る。 本来 日本語 で は 表す こ とが で きな

い外 来語や 、日本 語で は少 し意 味が異な る場合に はや む をえな い こ ともあるが、立派 な 日本 語があ

る に も か か わらず、外来語 を用 い る風潮がある 。 例 えば 「催物」 を 「イ ベ ン ト」 と言 っ て い るし、

会 議な ど で は 「価 値がある j　「価 値がな い 亅 を 「メ リ ッ ト」　「デ メ リッ ト1 な ど と平然 と使 っ て い

る。聞 く方も次第に馴 らされ て 、れ っ きとした 日本語があるこ とを忘れて い るの が現状 であ る。

　理 科教育 で 使用 され るカ タカナ外国語表記の 経緯 と現状

　筆者 が戦前に 習 っ た尋常小 学理科書で の カ タカナ 表記は 、ガラス 、ア ル コ
ー

ル ラ ン プ、ガス （4

学年 ） 、
コ
ー

ク ス 、コ
ー

ル タ
ー

ル 、レ
ー

ル 、 リ トマ ス
、 ア ル カ リ、 アム モ ニ ア 、 ソ

ーダ （5 学 年）

くらい である。現 在の 中学 に相当する高等小 学理科書で もバクテ リヤ、パ ン、ラ ン プ、セ ル ロ ーズ 、

セロ フ ァ ン、レンズ 、コ イル な どの 日本語に無い 外 国語 と、単位 の 類、外国名の 元素、宝石、病名

など で ある。その 他に 中 ・高等学校の 理 科の 時間に使用 した カタカナ語は物理で は エ ネル ギー、サ

イ レン、ポン プ、化学 で はイオン 、生物では ビタ ミン程度で ある e 今 日臂通 に鐘われ て い るア ル カ

リは塩基性、ホル モ ン は内分泌腺 の よ うに 、可能な限 り有意な漢 字で 表現 され て い た。 しか し、中

に は音 だけ を漢字で 表 した 「摂氏 ＝ セ ル シウス 」　「華氏 ＝ フ ァ
ー レ ン フ ァ イ ト」 な ども漢字 が使わ

れ て い た 。

　昭和 22年度の 学習指導要領理 科編 では 今 日の よ うに勤植物名 をカ タカナで表すよ うに な り、カナ

文字が 多 くな っ て い るが 、その 他の 表現は戦前の もの と特 に 変 っ て い ない 。

　最近 の 教科書 で は 電気関係だ けで もス イ ッ チ ＝ 開閉器、ア ース ＝ 接地、 コ ン デ ン サ ー ＝ 蓄電器、

ト ラ ン ス ＝ 変圧 器、モ
ー

タ
ー

＝ 電 動機 な ど、 しだい に外 国 語の カ タ カナ表現 が侵われ て きて いる。

　 多 くの 科 学用 語や哲学 用語は 日本で 作 られ て い る 。

　漢字は元来中国か ら来た もの で 、こ れ も外来語だ とい う者もあるが、江 戸末期か ら明治維新に か

けて 西 洋文化 が到来 した 当初、それまで 日 本 に 無か っ た科学用 語や 哲学用語は 、 漢字 を素材に して 、

日本 で 作 られ た もの が 多い 。 例 えば、電気に 関する用語は一九世紀以 前は 日本に も中国に も見当た

らない 。一説に よ る と電 気 の電 の 字も雷 が元 で 下 側の 「ひ げ」 は 稲 光を指 した もの との こ とで ある e

従 つ て、彼の フ ラ ン ク リ ン が雷が電気で ある こ と を立 証 した以後 に 「電」 の 字を使 っ た電気用語は

出来た はず で ある。こ の 電気に 関する種々 の 概念、例 えば電圧、電流、電位 な どは 電気 の 概 念を心

得た者 が考 えたもの と言え る。すなわ ち、電 気の概念は 流体力学 の流れの概念と同様で、水圧 、水

流 （単位時間に 流れ る水量）、水位 などか ら作られ て い る。これ らの 二 字熟語の 多 くは江戸末期か

ら明 治初期に掛 け て、科 学 をよ く理 解 した 日 本 の 先駆 者 た ちが作 戒 した もの で ある。 も し も英語の

Voltage ．　 Current ，　 P。tentla1 をffgeす るな らばこ れ らの 語句は 出来 なか っ た こ とは容易 に想像で

きる。文 明 開化 の時代 に 西 洋文 化 の輸入 の媒 介 を果 した オ ラ ン ダ語や ポ ル トガル 語 で も同様 で ある、

　有意 な漢 字術語 を大切 に繕 承伝達 したい
。

　本研究で は漢字表記 とカタカナ 表記の 利 点や欠点 を明確に して 、学校教育で使用 されて い る用語

の 統
一

を提案するもの で ある 。 物理用語に 限定 して 述べ ると、 ト ラ ン ス 、 コ ン デ ン サ
ー

、
モ
ー

タ
ー

などは古 くは変圧器、蓄電器、電動機などと表現 して い た 。 漢孚で 表わす と意味 が明 確で、その 内

容 を簡単に 理解で き、大変便 利 で ある．最近は学術用語を教科書に 採 り入れ て い るが、
一

般の 辞書

に 無い よ うな不適 当 な用 語 もあ る。エ ネ ル ギー、ダイオー ドの 鎌な既に 豊及 して い る外来語 をあえ

て 漢字 に 切替え る必要 もな い が、か つ て我 々 の 先駆者た ちが苦労 して 作成 し普及 して い た、意 味を

持 っ た科学用語は 、その 内容 が理解 しや すい の で、大切に 継承 伝 達 し使用 した い もの で ある。
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